

























れた二次元画像から、Dartfish ソフトウェアを使用し KIDおよび HODと LTL の計測を行な
った。KID は上前腸骨棘と膝蓋骨中心を結んだ線と母趾との距離、HOD は上前腸骨棘を通
る床への垂線と母趾との距離、LTL は両肩峰を結んだ線が水平線となす角とした。KIDおよ
び HOD と LTL の関連性については、ピアソンの相関係数を用いて解析を行なった。信頼性
に関しては級内相関係数（ICC）を使用して検討を行ない、有意水準は 5％とした。その結
果、LTL と HOD の間には相関がなく、LTL と KID では弱い負の相関を示した（r=-0.227，
p<0.05)。検者間 ICC（2.1）は，HOD は 0.83、KID は 0.99、LTL は 0.96 であった。検者内 
ICC（1.2）は、HODは 0.86、KIDは 0.83、LTLは 0.85 であり、信頼性が高い結果となった。
今回は体幹傾斜の影響だけで骨盤傾斜については検討しておらず、被験者による様々なパ
ターンが存在することが予想される。今後は症例数を増やしタイプ別の分類を検討してい
く必要があると考えている。今回、HODと KIDは膝外反を Hip outと Knee in という視点か
ら評価することができ、膝外反を惹起する要因を推定する上で股関節外転筋や後足部機能
だけでなく体幹傾斜から評価できる可能性が示唆された。 
